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晩秋に入り、寒さが身にしみるようになってきました。皆様、温かくしてお過ごしください。

 学校では、これまで授業参観・音楽会、マラソン大会など、様々な行事を開催してきましたが、皆

様方には、応援、協力、参加いただき誠にありがとうございました。お陰様で、子供達も元気に活躍

することができました。特に、本校の特色である防災学習（津波避難訓練）では、家庭からの避難や

６年生スタッフの活動等、何かとお世話になりました。心よりお礼申し上げます。今後も、ご支援を

よろしくお願いいたします。 

 さて、今年は、和歌山で日本PTA近畿ブロック研究大会が開催されました。そのため、例年行われ

ている県の研修会とは異なり、割り当てられた２名（育友会長と校長）のみの出席となりました。 

良いお話でしたので、研修してきたことを次に紹介いたします。 

 

 

講演「未来につながるジャイアントパンダの子育て」より 

アドンチャーワールド飼育部ふれあい課長 熊川 智子氏 

          

・パンダの飼育を通して、言葉を話さない動物達の小さな変化に「気付く」ことが大事である。 

・周囲のものが手伝えることは、子育ての直接的な支援ではなく、母親パンダが育てやすいよう

に、 

 かつ安心して子育てできるように環境を整えることである。 

・人間は、大人の行動を見て学習するが、パンダはそれができないので、母親の耳をかんできた

ら、 

 母親は噛み返して、子供にその痛みを教える。     など 

  

この他にも色々な示唆をいただきました。人間の子育てに通じるところが多々あるように思い

ます。例えば、 

「小さい子供はきちんと話せないので、大人が気付いてあげることが大事であること」 

「母親が落ち着いて育児が出来るように周囲がサポートをしてあげることが大事であること」 

「他人の痛みを動物も教えている。我々も意識して、それらのことを教える必要があること」 

などです。 

 最近、特に、自分の心の痛みに敏感でも、他人（他人の子供）の心の痛みには鈍感であったり、

気遣いをしなかったりする事例が多くなっているように感じています。他人の痛みを想像できる

人に育てることは、我々大人の責務だと思います。 
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１２月の行事予定 
日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等

1 土 17 月 ＡＬＴ3～6年

2 日 18 火
修学旅行
5年JA出前授業3，4限

3 月 登校指導１班 19 水 修学旅行　ｸﾗﾌﾞ⑤（4,5年のみ）

4 火
5年公開授業研究会

20 木
(集)表彰　　　学校司書
共育コーディネーター　図書ボランティア

5 水 わくわくタイム　委員会⑧ 21 金 ２学期終業式

6 木

(集)給食委員会　学校司書
共育コーディネーター　図書ボランティア
恵友訪問ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ15:30(ﾗﾝﾁﾙｰﾑ)福祉研修部

22 土

7 金 ＡＬＴ3～6年　ＳＣ⑫ 23 日 天皇誕生日

8 土 ふれあい活動（粘土でｷｰﾎﾙﾀﾞｰ作り）9:30 24 月 振替休日

9 日 25 火
駅伝試走9:00
三校児童会生徒会交流会13:00(海中へ)

10 月 26 水

11 火 27 木

12 水 28 金 駅伝試走9:00   仕事納め

13 木
(集)児童会　　恵友訪問(１年)10:00
共育コーディネーター　図書ボランティア 29 土

14 金 ＡＬＴ5，6年　　学校司書 30 日

15 土

16 日

【1月予定】
　　　　　　４日（金）仕事始め　　　　８日（火）３学期始業式　　　　１４日（月）市駅伝

31 月
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講演「いのちの大切さ ～大人がもっと夢を語ろう～」 より 

俳優  小西 博之氏   

 

小西氏の講演は、俳優さんらしく素晴らしい演技力と上手なお話で、あっと言う間に時間が過ぎて

しまうほど、楽しく聞き応えのある講演でした。客席をパワフルに動き回って、観客と問答をしなが

ら講演してくださいました。 

 「子供に夢を、と言う前に、大人が夢を語っていますか」「不登校と言う言葉はおかしい。家、大

好きっ子や」「先生の仕事は授業することやない。悩みを聞いてあげることや」「命を落とす子供を

なくしたい」など、色々な問題を提起し、示唆を与えてくれました。 

 最後に、和歌山県の人権作文の動画も見せてもらい、その作文から生まれた歌「いのちのうた」も

聞かせてくれました。 

 気付いたらサイン入りのＣＤを買っていました。子供達にも聞かせたいと思います。 

色々なことを学んだ PTA 研修会でした。育友会活動のなかでは、このような「学び」や「気付き」

が多々あります。自分育てにもなります。どうぞ、育友会活動への参加を積極的にお願いします。 

                     

   

 

 

 


